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１
日 

 

役
員
会
（
10
時
）

５
日　

第
16
回
陽
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
10
時
）

７
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
）　

11
日　

「
ま
な
び
ば
」
（
13
時
〜
12
日
）

 

〃　

 

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

16
日　

災
救
隊
支
部
幹
部
研
修
会
（
12
時
）

18
日　

学
生
担
当
委
員
会
例
会　

 

（
19
時
30
分
）

24
日　

青
年
会
例
会　

 

（
19
時
）　
　

28
日　

少
年
会
例
会
（
12
時
）　

30
日　

役
員
会
（
10
時
30
分
）

【
11
月
分
】

行 

事 

予 

定

中 

田 

祥 
浩

主
事
・
集
会
員　
　

　
　
　
　
　

宗

教

教

誨

と

は

　

先
日
、
一
人
の
男
性
が
教
会
を
訪
ね
て
来
ま
し
た
。
北
海
道

に
あ
る
刑
務
所
を
出
所
し
て
、
群
馬
ま
で
歩
い
て
い
る
道
中
、

服
役
中
に
「
宗
教
教
誨
」
で
天
理
教
の
話
を
聞
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
立
ち
寄
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
「
宗
教
教
誨
」
と
は
、
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
か
と
思
い

ま
す
。「
教
誨
」
と
は
教
え
諭
す
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
刑
務

所
で
は
各
宗
派
か
ら
選
任
さ
れ
た
教
誨
師
と
呼
ば
れ
る
宗
教
家

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え
に
基
づ
い
て
受
刑
者
の
改
善
更
生
や
心

情
の
安
定
、
あ
る
い
は
社
会
復
帰
の
手
助
け
と
な
る
活
動
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
お
り
、
こ
の
活
動
を
「
宗
教
教
誨
」
と

い
い
ま
す
。
そ
れ
は
『
日
本
国
憲
法
』
の
「
信
教
の
自
由
」
に

よ
り
、
強
制
で
は
な
く
受
刑
者
本
人
の
欲
求
に
応
え
る
も
の
と

し
て
、
自
ら
宗
派
を
選
び
教
誨
を
受
け
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
誨
師
は
宗
教
教
誨
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
教
義
を
出

さ
な
い
教
養
講
話
や
、
入
所
時
ま
た
は
出
所
前
の
指
導
な
ど
の

講
師
も
つ
と
め
、
広
く
受
刑
者
の
矯
正
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
を
遡
れ
ば
、
宗
教
教
誨
は
明
治
５
年
に
真
宗
大
谷
派
の

僧
侶
が
巣
鴨
監
獄
や
名
古
屋
監
獄
で
、
在
監
者
へ
の
説
教
を
行

な
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
明
治
14
年
に
「
教
誨
師
」
と

い
う
言
葉
が
誕
生
し
、
法
令
に
基
づ
く
宗
教
教
誨
制
度
が
成
立

し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
21
年
に
は
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト

教
な
ど
に
対
し
て
教
誨
師
の
派
遣
要
請
が
な
さ
れ
、
幅
広
い
宗

派
の
教
誨
師
が
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
数
と
割
合

は
、令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
の
「
公
益
財
団
法
人
全
国
教
誨
師

連
盟
」
の
発
表
に
よ
る
と
、
仏
教
系
１
千
177
名
（
六
五
・
三
％
）、

キ
リ
ス
ト
教
系
248
名
（
一
三
・
八
％
）、
神
道
系
217
名
（
一
二
％
）、

諸
教
160
名
（
八
・
九
％
そ
の
う
ち
天
理
教
は
159
名
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
数
を
見
て
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
諸
教
の
ほ
と
ん
ど
は

天
理
教
の
教
誨
師
で
す
。
い
か
に
信
者
数
が
多
い
教
団
で
あ
ろ

う
が
、
国
か
ら
認
め
ら
れ
、
依
頼
を
受
け
な
け
れ
ば
、
教
誨
師

を
派
遣
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
考
え
ま
す
と
、
天
理

教
が
伝
統
的
宗
教
と
並
び
教
誨
師
と
い
う
尊
い
役
割
を
任
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
何
よ
り
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
な
お
、
岩
手

県
は
15
名
の
教
誨
師
が
在
籍
し
、
天
理
教
は
２
名
。
盛
岡
少
年

刑
務
所
と
盛
岡
少
年
院
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
昨
年
よ
り
、
教
誨
師
を
40
年
勤
め
た
父
親
か
ら
そ
の
任

を
引
き
継
ぎ
、
未
熟
な
が
ら
つ
と
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、
天
理
教
の
代
表
と
考
え
る
と
責
任
は
重
く
、
施
設
の
門
を
く

ぐ
る
た
び
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
件

く
だ
ん

の
男
性
が
、
出

所
後
に
天
理
教
を
思
い
出
し
て
教
会
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
よ

う
に
、
私
も
天
理
教
の
教
え
を
受
刑
者
の
心
に
残
せ
る
よ
う
な

教
誨
師
を
目
指
し
、
日
々
奮
闘
努
力
の
最
中
で
す
。

 

立
教
186
年

　

「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
」

　
　
　

　
　
　

 
 

 
 

　　

〜
県
内
各
地
で
布
教
実
動
〜

〜
県
内
各
地
で
布
教
実
動
〜

花 巻 支 部

盛 岡 支 部

盛 岡 支 部

三 陸 支 部

県 南 支 部

花 巻 支 部 二 戸 支 部

奥 州 支 部

県 南 支 部
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理
教
教
誨
師
の
情
報
交
換
会
で
は
、
懇
親
を
深

め
な
が
ら
日
頃
の
教
誨
活
動
な
ど
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

ま
た
開
催
県
と
し
て
、
岩
手
教
区
の
加
藤
昌

弘
教
誨
師
、
中
田
祥
浩
教
誨
師
は
、
大
会
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
役
目
に
当
た
っ
た
。

　

教
区
青
年
会
は
、
９
月

17
日
（
日
）
、
教
務
支
庁

を
会
場
に
「
健
康
感
謝
わ

ん
こ
そ
ば
大
会
」
を
開
催

し
、
会
員
ら
28
人
が
参
加

し
た
。

　

村
松
義
朗
委
員
長
の

挨
拶
の
あ
と
、
高
橋
邦
和

主
事
よ
り
「
わ
ん
こ
そ

ば
を
食
べ
る
こ
と
を
通
し
、
健
康
な
身
体
を
お

借
り
し
て
い
る
喜
び
を
感
じ
よ
う
」
と
の
お
話

が
あ
り
、
続
い
て
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
が
催
さ
れ

た
。
1
分
間
の
時
間
制
限
の
な
か
、
３
人
ず
つ

の
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
戦
が
行
わ
れ
「
は
い
、
ど

ん
ど
ん
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
参
加
者
が
順
次

挑
戦
し
、
記
録
が
更
新
さ
れ
る
度
に
一
同
大
盛

　

開
催
日　

立
教
186
年
12
月
２
日
（
土
）

　

会　

場　

九
戸
支
部　

種
市
港
分
教
会　

13
時

　
　
　
　
　

二
戸
支
部　

荒
澤
分
教
会　
　

10
時

　
　
　
　
　

盛
岡
支
部　

教
務
支
庁　

９
時
45
分

　
　
　
　
　

三
陸
支
部　

花
宮
古
分
教
会　

10
時

　
　
　
　
　

花
巻
支
部　

花
巻
分
教
会　
　

13
時

　
　
　
　
　

奥
州
支
部　

岩
栄
原
分
教
会　

10
時

　
　
　
　
　

県
南
支
部　

千
厩
分
教
会　
　

13
時

　

内　

容　

お
つ
と
め
、
諭
達
拝
読
、
教
会
本

　
　
　
　
　

部
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
深
谷
善
太
郎
先

　
　
　
　
　

生
講
話
（
ビ
デ
オ
）

　

参
加
御
供　

３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
不
要
）

　

去
る
10
月
12
日
（
木
）
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
に
て
「
仙
台
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修

岩
手
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
東
北
６
県
の
各
宗

派
の
教
誨
師
が
参
集
し
研
修
に
励
ん
だ
。

　

教
会
本
部
か
ら
は
中
田
善
亮
表
統
領
が
来
賓

と
し
て
臨
席
さ
れ
、
大
会
の
後
に
催
さ
れ
た
天

り
上
が
り
と
な
っ
た
。
な
お
結
果
は
「
ま
な
び

ば
」
事
前
研
修
会
で
来
庁
中
の
学
生
担
当
委
員

会
の
稲
葉
和
樹
先
生
が
26
杯
で
優
勝
さ
れ
た
。

　

大
会
後
、
屋
外
に
て
、
和
や
か
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
会
食
し
、
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深

め
た
。

　

教
区
少
年
会
は
、
９
月
30
日
（
土
）
、
教
務
支

庁
を
会
場
に
「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
を
開
催
し
、
中

学
生
11
人
、
小
学
生
２
人
、
担
当
者
９
人
、
合

計
22
人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
の
ゲ
ー
ム
で

参
加
者
の
気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
た
後
、
お
つ
と
め

総
会
に
向
け
て
、
祭
儀
式
と
お
つ
と
め
の
練

習
に
励
ん
だ
。
昼
食
は
、
担
当
者
が
準
備
し
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓

を
打
ち
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
教
務
支
庁

内
の
清
掃
ひ
の
き
し
ん

に
汗
を
流
し
、
10
月
29

日
の
お
つ
と
め
総
会
で

再
会
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
解
散
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

11
月
11
日
（
土
）
13
時
集
合

　
　
　
　
　
　
　

12
日
（
日
）
14
時
解
散

　

会　

場　

教
務
支
庁

　

対　

象　

中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
、

　
　
　
　
　

専
門
学
校
生

　

内　

容　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
お
つ
と
め
練

　
　
　
　
　

習
、
他

　

持
ち
物　

ハ
ッ
ピ
、
着
替
え
、
宿
泊
に
必
要

　
　
　
　
　

な
物

　

災
救
隊
岩
手
教
区
隊
は
、
左
記
の
通
り
清
掃

ひ
の
き
し
ん
と
例
会
を
主
と
し
て
「
支
部
幹
部

研
修
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
支
部
か
ら
班
長
は
じ
め
、
隊
員
若
干
名
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

11
月
16
日
（
木
）
12
時
集
合

　

参
加
費　

１
０
０
０
円

　

内　

容　

教
務
支
庁
内
外
の
清
掃
、
例
会
、

　
　
　
　
　

備
品
整
理
等

　

教
区
学
生
会
は
、
９
月
18
日
（
月
・
祝
）
、
教

務
支
庁
及
び
盛
岡
市
大
通
り
を
会
場
に
、「
道
の

学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
を
実
施
し
、
大
学
生

５
人
（
内
本
会
派
遣
２
人
）
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
﨑
山
陽
平
教
区
学
生
会
委
員
長

か
ら
「
全
国
の
道
に
つ
な
が
る
学
生
が
、
時
を

同
じ
く
ひ
の
き
し
ん
に
励
む
姿
を
教
祖
に
ご
覧

頂
き
、
お
喜
び
頂
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
盛
岡
市
大
通
り
に

移
動
し
、
ゴ
ミ
拾
い
の
ひ
の
き
し
ん
を
さ
せ
て

頂
い
た
。
教
務
支
庁
に
戻
り
、ゴ
ミ
の
分
別
を
済

ま
せ
た
途
端
に
大
雨
に
見
舞
わ
れ
、
親
神
様
の

不
思
議
な
御
守
護
を
実
感
す
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
昼
食
と
簡
単
な
交
流
行
事
を
行
っ

て
親
睦
を
深
め
た
。
最

後
に
﨑
山
委
員
長
は
、

「
12
月
の
学
生
会
総
会

に
一
人
で
も
多
く
の

学
生
が
参
加
し
て
く

れ
る
よ
う
、
声
が
け
と

準
備
を
し
っ
か
り
と

進
め
た
い
」
と
話
し
、

解
散
と
な
っ
た
。

青

年

会

　

教
区
学
生
担
当
委
員
会
は
、
10
月
16
日
か
ら

17
日
に
か
け
て
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
、
高
校

生
の
集
い
「
ま
な
び
ば
」
事
前
研
修
会
を
開
催

し
、
担
当
委
員
ら
８
人
が
参
加
し
た
。
講
師
と

し
て
学
生
担
当
委
員
会
高
井
義
誠
委
員
と
稲
葉

和
樹
本
部
ス
タ
ッ
フ
が
来
庁
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
ま
ず
受
講
者
が
「
ま
な
び
ば
」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
そ
の
後
、
進
め
方

や
注
意
す
る
点
、
学
生
へ
の
心
配
り
な
ど
細
や

か
な
と
こ
ろ
ま
で
学
び
、
お
道
の
教
え
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
手
法
を
学
ば
せ
て
頂
い
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
学
生
で
な
く
て
も
十
分
楽

し
く
教
理
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
」「
学

生
だ
っ
た
ら
も
っ
と
心
に
残
る
体
験
が
出
来
る

と
思
う
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
本
番
に

向
け
て
有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

　

教
区
学
生
担
当
委
員
会
は
、
11
月
11
日
か
ら

12
日
に
か
け
て
、
高
校
生
の
集
い
「
ま
な
び
ば
」

を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
教
会
長
や
布
教

所
長
の
子
弟
を
は
じ
め
、
広
く
学
生
へ
の
声
掛

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
支
部
幹
部
研
修
会
」
【
11
月
16
日
】　

第
１
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」　
　

岩
手
教
区
会
場
一
覧　
　

　

「
健
康
感
謝
わ
ん
こ
そ
ば
大
会
」
報
告

　

「
道
の
学
生
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
報
告

学
生
担
当
委
員
会

少 

年 

会

　

「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
報
告

災　

救　

隊

「
ま
な
び
ば
」
事
前
研
修
会
報
告　

高
校
生
の
集
い
「
ま
な
び
ば
」　
　
　

　
　
　
　
　
　

【
11
月
11
日
・
12
日
】

「
仙
台
矯
正
管
区
教
誨
師
研
修　
　
　

　
　
　
　
　
　

岩
手
大
会
」
開
催
さ
る


